
看護学生のための病院情報

あしかみナース

解答④：薬液の注入速度の調整の為に使用する。時間流量と予定量を設定、薬液を一定の量・速度で正確に投与する為に用いる。

神奈川県立足柄上病院 看護局

内定者の方へ、国家試験対策や入職に関する不安軽減へ
のサポートをしています。特に交流会は好評で、同期として
仲間の絆を深める機会となっています。

就職前支援の内容
 8 月 交流会

    ・国家試験に向けた学習支援
    ・看護技術e‐ラーニングの紹介

11月 国家試験対策e‐ラーニング模擬試験
3 月  病棟体験会

8月の交流会では、内定者が「私実は〇〇なんです」と自己
PRを行いました。「私の推しは俳優の○〇」「好きな飲み物は、
ソーダ」と、それぞれの意外な面を知り、楽しい時間となりまし
た。国家試験対策では、実際に輸液ポンプに触れながら、医
療機器に関する国家試験の過去問を解き、正解を導きだしま
した。また、昨年入職の新人看護師より、実際の勉強方法や
応援メッセージをもらいました。

参加者からの声
・ これから頑張る仲間との交流する
機会になったのでよかったです.
・一緒に働くのが楽しみになりました

Q）手術室看護のやりがいは？
NsＡ：学生の頃は解剖は教科書上のこと

でした が、手術で直接見ることで、
疾患と解剖・生理がつながり、学びと
なっています。患者さんとの関わりが
あまりないイメージでしたが、術前・
術後訪問で患者さんの手術に対する
思いを聞き、やりがいを感じています。

NsB：覚えることが多くて大変ですが、その
 分達成感があります。患者さんと接する
時間が短い分、その短い時間を大切に
丁寧に関わりたいと強く感じています。

Q）同期の存在は？
NsA：忙しい時や大変な時に顔を見る

ととても安心します。応援したり、
自分も負けないように頑張ろうと
思える存在です。

NsB：困った時・悩んだ時に相談でき
る、心の支えです。

Q）休日の過ごし方は？
NsA：犬と散歩、自然の中

で体を動かす
NsB：ゲーム、映画鑑賞

トライ 過去問！

手術ベッド
の保温OK❕

麻酔器起動
確認OK❕

Q）今取り組んでいることは？
NsA：最初のころは手術の手順や器械

を覚えるので精一杯でしたが、
今は少しずつ周りが見えるように
なり、医師やペアの看護師、業者
の人との連携を大事にしています。

NsB：手術時間の短い介助から習得し
はじめたので、次のステップで、
時間の長い手術の業務を覚えは
じめています。
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